
導入前は 

簡単な設定調整なのに
ティーチングボックス
の操作は大変ではない
ですか？ 

ティーチング時のお悩み 
①複数台の多軸設定の操作が煩雑だ。 
②ティーチングボックスやPCを 
 持ち込のむが手間だ。 

運用時のお悩み 
③エラーコードだけでは内容がわからない。 
④エラーの根本原因がわからない。 
⑤メンテナンス時期がわからない。 

Pro-faceのHMIなら 
①ティーチング画面で軸切替えできる。 
②現場の表示器だけで設定変更できる。 
③エラー内容、復旧対応を表示できる。 
④エラー履歴を保存し、分析できる。 
⑤稼働時間を積算して定量管理できる。 

導入後は 

設定の度に、制御盤を開けて、ティーチン
グボックスで軸指定をするのが面倒。 

すぐに設定したいのに、ティーチングボック
スやPCを取りに行かないとダメだ。 

エラー発生時、エラーランプ点灯やエラー
コード表示のみで、把握に時間がかかる。 

お悩みを全て表示器で解決 

現場の表示器だけで 
ティーチングができる 

マルチ接続できるので、 
表示器1台で設定OK！ 

エラーの内容履歴がCSV保存できないので、
なぜエラーが起こったのか分析ができない。 

アクチュエータの交換、グリス注入などの
メンテナンス時期が分からない。 
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システム構成図 

コクピットパーツ対応機種： SP5000シリーズ GP4000シリーズ LT4000Mシリーズ 

ロボシリンダ ポジションコントローラー 

RCP2 シリーズ PCON 

RCA シリーズ ACON 

RCS2 シリーズ SCON 

ERC2 シリーズ - 

IAI社製接続可能機種： 

ご紹介した事例は、画面作成・プログラム作成不要！設定済み
画面データがサポートサイトからダウンロードできます。 

＜ポジションテーブル画面＞ ＜監視操作画面＞ ＜パラメータ設定画面＞ 

画面は一部です。便利画面はまだまだあります。 

http://www.proface.co.jp/otasuke/download/sample/cockpit_parts.html 


